
大 会 実 施 要 項 

 

１ 組み合わせについて 

  県内の小学生大会にあたっては、次の方法を基に行う。 

１) シードする人数(シングルス)・ペア数(ダブルス)・チーム数(団体) 

ア．４以下の場合は、２本をシードする。 

イ．５～１６の場合は、４本をシードする。 

ウ．１７～５０の場合は、８本をシードする。 

エ．５１～１００の場合は、１６本をシードする。 

オ．大会ごとに参考にする大会名を要項へ記載する。 

カ．ダブルスは同じペアを優先し、異なるペアは次のシードで考慮する。（異なるペアは、シングル

ス上位の選手を優先する） 

キ．シードする場合は、参考にする大会と同じ対戦は避けるが、他は同一所属のみを考慮する。 
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【桃田くんのケースの扱い】
参考にする大会に不参加の実力者や他県からの実力ある
選手参入等の配慮が必要な選手は、シード選手を守る観
点から１１シードの裏、もしくは１２シードの裏付近に入れる
ことを原則とする。

【学年が混在する場合】
ABC予選のように学年が混在する場合は、参考にする大
会の下級学年の１位から４位までを５～８シードに入れるこ
とを原則とする。その際、上級生、下級生の１位による準決
勝での対戦を回避する為、下級生１位→６シード・２位→５
シード・３位→８シード・４位→７シードを原則とする。
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２）シード外について 

ア．同一所属は、分散させる。 

イ．その他は、考慮しない。 


